
f運動あそびの課業 1tJ カリキュラム構成!~関する研究

運動あそび、課業、カリキコラム

はじめに

1959年の「国連の児童の権利宣言j の中で『児童は遊戯、

およびレクリエ}ションのための十分な機会を与えられる

権利を有する.その遊戯、およびレクリエーションは教育

と同じような目的に向けなければならない」と規定され、

その頃から幼児期のあそびに関する研究も、それぞれの分

野で活発になってきたあそびを文化全体性のなかでと

らえようとする」文化人穎学的アプローチ、 「あそび現象

そのもの』廷とらえる現象学的アプローチ、 rあそび・そ

のなかに含まれ~諸要素を超えて統合する構造というモデ

ルによってその構造の変換を明確化Jしようとする研究等

がなされている.

保育の現場では、 「あそびJを労働〈仕事〉、課業(学

習〉、および人間形成の3者の関連においてとらえられつ

つある.

今日では幼児期にふさわしい生活体験が得られにくい環

境が全体的に広がっているため、幼稚園教育への期待も大

きい.

そのなかで、幼稚園教育目標の「幼児の心身の調和のと

れた発達を促す」目的も、その指導法については多岐をき

わめている.

目的

現行の幼稚園教育要領の内容は、領域の理解の仕方とあ

いまって構造的にとらえにくく「ねらいJと経験、活動の

関係や、指導法が理解しにくい(1)

また、保育者の資質や能力についても保育者自身、直接

体験や多彩なあそびをあまり経験しないで成人している者

の増加も指摘されている.そのような現状の保育現場では、

幼児にとって『あそび」の重要性が述べられているにもか

かわらず、 『あそび」のとらえ方も一様ではない.カリキ

ユヲムも「探題Jと「課業Jといったことばが使用されて

いるが、その区別や違いが明確でなく、それがこどもの側

の問題としてとらえられているのか、保育者側としてとら

えられているのかといった問題も生じている.

そして、 「あそびJも「課題J r課業Jと対立させて考

えているといった問題点もありほ¥ 保育者によってー斉

に与える教材を「課題活動Jとしたり、設定したねらいの

ある活動を「課題活動Jとす忍者など、また、幼児の一人

ひとりの発達段階を無視して、保育者が決めた月ごとへの

単元や、教材中心の保育がなされてい~のが現状である.

現実の保育は、幼稚園の教育要領を基準としたカリキユ

ヲムに従って指導されており、保育者側から一方的に与え

られる方法で実絡されている (3)また、カリキュラムに

女子墾学院短期大学 綿津迫子

関する研究も非常に少ない.これは、幼縫閣の教育目標、

保育観も一機でなく、社会のニードt<:応じた国の実状もあ

ると思われる.幼児の生活をとりま〈環境因子とその相互

影響作用を全体的に、総合的にあるがままにみつめてい〈

視点を大切にしながら、幼児にとって望ましい活動とは何

かを追求し、活動の内容と方法を発達に即してカリキユラ

ム織成し現場で実践して行〈ことが目的である.今回はそ

のための事前研究である。

内容と方法

上記のように、保育現場におげる問題提起が多様であ~

にもかかわらず、カリキュヲムに関ずる研究は非常に少な

い.

幼稚園教育要領や六領域に対する理解の仕方も困難を極

め、固により格差がみられる.

そこで、保育現場におけ~問題点を洗い出す視点として

-幼児にとってあそびとは何か

・幼児に対する保育者のかかわり方

・幼児にとって自発的にあそべる〈運動あそび〉活動と

は{可か

・年齢と幼児の体の発達の特徴を把握し、

[.幼児の発宵発達に関するもの(年齢別発達の

特徴〉

2.幼児のあそびに関す~もの

3.幼児保育のカリキュヲムに関するもの

4.運動あそびt<:関するもの(特に調襲能力の研

究t<:重点をおき、縦断研究によ~ものを主と

する〉

5.課業に関するもの

の5つに分類し、関連研究文献の検討を試みた.

I.あそびの構造と機能

1.あそびとは

従来、あそびに関して多〈の理論が試みられてきたが、

あそびは子どもの全体的発達、全面的人間形成とのかかわ

りにおいてとらえられてい否。

あそびをあそぶ側の立場から全体性においてとらえよう

としたのはホイジンガーであり「人が自ら感じとってその

ままに遊びを一つの"街磐状態"から何かぐいと感動につ

かまれて揺;:;;がされた状態Jとしてとらえている.

K. グルースは「実践以前J であって単な~実践ではな

いあそびは基本的には単な~機能的同化、あるいは再

生約同化である』と述べながらも、あそびのなかに成長〈

思考の成長と活動の成長〉の現象をみとめ、芸術との関連
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におけるあそびに興味づけている.

ピアジ:dま「あそびそれ自体で行動ではな〈、純粋に自

発的だといわれるもので、たのしさを伴い、組織的に指導

され忍ものではないとし f刷、民般学でとりあげられる r

あをぴJは大人が教えたりするものでな〈、子どもたちの

問で伝承され、自主的に行われている活動を意味してい忍

が、幼児にとってあそびは、自発的にその行為の中に没頭

している状態であり、そのあそびを媒介として発達があり

生きることを学ぶ基礎となるものである.

そこには無意識のなかに幼児自身の自己目標があり、幼

児自身の文化とかかわってい忍ものであろう.

大人はすでに出来あがった能力を使って遊ぶが、幼児は

現在発達しつつある全機絡を使ってあそび、その際意志が

直援はたらき、特定の行動があそびの中で繰り返される.

それとともにその行動が環状と結びつきその行動を通して

共感したり、知的関心を目覚めさせたり思考を獲得してい

く.そしてあらゆ忍可能性〈行動〉の中で確かめようとす

る.

それは「何かをやってみる J (自己課題〉という喜び、

たのしさが幼児のあそびであり、またあそびが幼児の興味

や欲求、精神発達のバロメータでもある.

2.あそびの構造

図1は《引‘ (6'，(7'， (9'， (9)， (IB)・(11).(17)‘日引を参考

に幼児の発育発送とあそびとの関係、変容を図にしたもの

であるが、あそびは幼児自身の文化との関わりと発達段階

に即して活動内容が変化してくる.

社会環境、都市空間の変化は、子どものあそび場と活動

範囲の縮小化を招き、幼児をとりまく生活の場は生産活動

の銭点が失われ(11ヘ文明の発達tこともなった生活様式リ

ズムの変化は、幼児のごっこあそび、模倣行動を表面的な

ものにしてしまっている.

玩具や遊具面においても、思考と表象あそびの展開の場

を奪い、あそび活動をつくり出す基礎銭能の欠如を招いて

いる。

現代社会は情報化社会となり、ことば、特に文字、数字

によって伝達され保存される情報が多くなり、情報を記憶

したり、それを組みかえたりすることも要求されている.

当然、人とのかかわりも減少していくことになるであろう.

幼児期は生活を豊かにふくらませ、情換を羨い、感覚〈

触覚、味覚、聴覚、臭覚、視覚)を育て、将来生活をして

いくための基礎を養う土台となる場であるから、一人ひと

りの年齢に即した発達過程をみきわめ、個人差を考慮する

とともに、その能力をのばすための諸々の重要因を組み合せ、

幼児の体験の場をでき~だけ多〈もたせる乙とが望ましい.

それは、ことば中心でな〈身体活動をともなった感覚的

手段を多く用いた活動がなされることがよいと思われる.

その感覚運動技能を獲得することによって独立心と外界に

対する適応能力を発達させていくことになり、くり返すこ

とによって興味〈意志〉ー感情・行動ー共感、反感ー思考

ハヨヮ“

と移行してい<0 (S) 

その過穫で、仲間とかかわりながらはじめの活動(動き〉

が次の活動〈動き〉へ自然に涜れていくように、あそびの

内容を構造化し、系統化して行わせ;sことも必要であろう.

《引しかし、保育現場で実際行われてい;s活動の!順位は 1

位基本的生活習慣、 2位ことばのしつけ、 3位運動あそび

のI1聞に力を入れている.あそびもごっこ、ゲーム、集団、

リズムあそび等に力を入れているのでなく、運動あそびに

差点が置かれている.

しかし、運動あそびも専門家による指導 (58%)であり、

内容は水泳指導、体育指導である(12' 

3.あそびの機能

2でも述べたように、あそびはととば中心でなく、特に

身体活動をともなう活動がなされることが望ましく、経験、

修練、休得に結びついていくもので、あそびを通じて得た

諸能力は成人してからの生活準備ともいえる.

年齢にIIPした運動あそびを経験す;sことゃなわとび、ま

りっきのように繰り返すことによって技能が確保され運動

能力は高めら ~o しかし、技能は段階的、系統的 t<:進歩す

~というより、総合的、時間的、空間的に形づ〈られなが

ら与えられてい〈ものである (e)

3歳児の心身の発達の姿は、生活経験が広がり自他の区

別ができるようになり、自分のからだがかなり自由に使え

るようなる.そして、自分の気持ちゃ意志を言語で相手に

伝えられるようになり、自分の身のまわりの始末、基本的

生活習慣の自立が護ってくる時期である。

しかし、上記した社会環境や、家庭の教育機能の低下は

幼児のみならず、若者社会の中(身のまわりの始末=基本

的な生活習慣の自立→一人前にな;sための条件)まで継続

される傾向にある.

自立生活確立のための習慣づけも、家庭以外の集団の場

に於て他者との関わりの中で、現在の1士会環境に適応して

い〈ものとしてとらえ直し身につけさせなければならない

であろう.

生活様式の変化は、日常生活の中でしゃがむ、座る、ふ

く、こする、しっかり握る、スイッチをまわず、はさむ、

ひねる、しぼるという手指を使う場を喪失させ、行動も指

1本(ワンタッチ)で足りるようになり、足首、脚力を使

う場面も少なくなってきている.

そして、住居形態もマンシヨン構造は、上下階への遠慮

からとぶ、とぴおりる、走~など基礎活動も制限せざるを

得ない。

歩行が一応完成すると走運動が開始され、自由に方向を

変えたり、止まったり、速度も増してくるようにな否。

特に3歳児の発達の特徴は跳躍運動であり、椅子の上や、

階段からとびおりたりするが、とびおりる時の決断などに

よって意志を練り、脚や腰の弾力を増し空間饗勢や着地で

からだのバランスをとる能力を高めることができる.

勿論、個人差はあるが片足とび(ケンケン〉もでき弓よ



好きか〉の結果、それらの能力(固と手の協応、平根i性、

リズム〉が欠けている幼児は、親の子どもに対する按し方

や家庭環境にもあらわれており、幼児自身も甘やかされて

いる子、曹摺表現がうま〈出来ない、社会性が来発達の子

にみられ"5と報告してい司5.同 ?

しかし、保育者がその背景や原因を把鐸し、その個人差

に応じた適切な配慮、例えば、遊具、ことばかけ、その本

人に自身をもたせるあそびを経験させるとと、家庭との連

携等を仲間とのかかわりの中で行っている.

4歳児においては、聞いたり、話したり伝達が豊かにな

り、友だちとのつながりも強〈なり、自分の方から積額的

tt他人や物とかかわっていくようにな"5.そして、身のこ

なしが器用になり、集団の中でも怨像的活動が量豊かになっ

てくる時期であ司5.

この頃から親の養育態度、家庭環境、地犠社会の影響、

うになり、回定遊具を利用してとんだり、つかんだり、鐸

ったり、はさんだり、自分のからだのバランスをとる経験

をさせる乙とが望ましい.け・3

3歳児は、あそびの変容が多少みられるが、あそびが深

ま"5よりも広がる程度であり、傍観的行動も多々あ"5.と

れば、自分ではしていないが興味あ吾ものを観ている行動

であり、その後自分からそのあそびへ移行するための行動

である (13)

r調整力を高めるために、発達t;:却してどんな遊びがよ

いのかJ運動能力テスト、体力テストとを通じて調査結果

が綴告されているが、一般に平衡感覚、体支持持続時間の

低下が報告されている.【8) 

また、調整力を高めるための運動遊びの年間カリキユラ

ムによる指導と、協応性、平衡性テスト〈情緒の安定性、

表現能力の発達、曹語理解、動作の敏鍵性、運動あそびを

る
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おけいこごとへの参加、住居形態、兄弟の有無など諸々の

条件や働きかけによって個人差がみられるようになる.け

川 4歳児lま大筋運動が中心で、それぞれの運動機能の分

化独立が現れ、走、跳、授、懸釜、前回り、平均運動など

が積極的に練習され、 i欠の運動へ発展する準備となる.

模倣あそび、ごっこあそびも、 1人あそびから仲間とか

かわりながら平行あそびへと移行し、あそびのなかで想像

したり、みたてたり、つもりになったりしながら表象あそ

びへと発展していく (2S)

運動あそびにおいては、 4歳児は特定の運動緩験でなく、

いずれの運動も調整力の伸長に寄与するようであるがt別、

走、跳、投を中心t<:ボールを使ったり、ルールのあ."5あそ

び、遊具を用いた運動あそび〈なわ、まり、フープ、棒〉

スキップ、リズム感のある動き、回定遊具もすべり台の活

用が一番多く、二、三輸車ののりもの等《引が望ましい.

そのためには、傑育者は、各個人の過緩や男女差を把纏

し、遊呉、用具の準備、幼児自らやってみたくなるような

雰囲気、環境づ〈りの設定、ルールの工夫等の配慮が必要

である.

5綴児の発達/;1、あそびも意図的にでき."5ようになり、

集団の中で自己主張をしたり、幼い子への思いやりも出来、

役割分担したあそびも出来るようになる.当然、いろいろ

なことに興味を持ち求知心が強〈なり表現活動も活発にな

る.そして、文字や数にも興味をい抱き、何か目標に向か

つて活動もできる.

既成の玩具の世界に変化があることは述べたが、玩具の

機能もより高度、高価なものとなりファミコンに夢中にな

る子の出現も報告されている。逆に玩具には扱いきれない

ほどの物もあり、大人の手伝いを必要としたり、あそび活

動が受け手になって、指示されなければあそべない子もい

る.保育現場でも一斉形態指導がなされてい."5所が多いた

めげ》指導されなければ駄目な幼児、活動を考え."5場を与

えられない状況も生じてい."5.

特にこの時期は、複雑で高度な巧徴的運動を獲得するこ

とができ、それまでの運動機能問の不調和は次第に小筋の

働〈動作間の協調をはじめ、均衡や統一あ."5運動能力へと

発達する.

ボールを投げても受けることができなかった幼児は手指

感覚と他の機能の協応動作が巧みになりキャッチポールが

出来るようになる。

いずれの調査結果(8) • (9)，け 5)日引でも、ボール運動に

発達的な段階パターンがみられたとし、 5歳児において、

調整力の伸長への運動効率は、ポール運動群が最大であっ

たことを被告してい."5.幼児期は神経系統が一番早〈発達

する時期であ."5が、体のバランスをと."5平衡性は年長にな

るにしたがい個人差が大き〈なり、 4歳児でみられなかっ

た平衡性のトレ}ニング効果も5鹿児になるとあらわれる

ようになる (17)

しかし、一方で運動あそびにも性差はみられほ引.(27) 

男児においては、二、三輪車、ボールけり、野球、フット
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ベースボール、鬼あそびといった全身を用いる激しい移動

運動や、ゲームに興味をもっ傾向にあり、女児ではプラン

コ、鉄棒、バレ}ボ}ルあそび、なわとび等の広範囲の移

動を伴わない運動遊びを好む傾向がみられる (9)， (1引

n.あそびの課業化

1)際業化とは

「課業』ということばはソビエトが起源のようである.

ソビエトの『乳幼児教育プログラムJ一年間カリキュラム

と各領域の活動ーの中でカリキュラム領域を『あそびJ r 

課業J r労働J r日常生活』に分けている.

そして、 「あそびJは感覚教育、認識過程を発達させる

ために用いており、朝と夕方、散歩の時聞に 1日1-2回

以上を全員、またはグループで行わせてい."5.

『課業」は教科活動の基本的形態としてとらえており、

r課業Jでの学習を通じて一定量の知識と技能の習得を目

的としており、発達段階に応じて内容は変化するが、こと

ばの発達と外界の認識のための諜業、描画、粘土工作、組

立、音楽、体育となっており、大体時間は 1回 15分~

20分であ."5.

「諜業Jとしての活動は、知的な緊張を要する課業と、

動きをともなう課業とを交互に行い、時聞は 1回 15分~

20分、毎週 11回-15回行うとしてい忍.

課業の内容は、大人の文化の伝達に重点がおかれ、年長

になるにしたがい高度な内容になっていく.け引

しかし、我国では小学校で行う「教科Jとは異な忍が、

保育者の側から意図的に計画された学習活動という性絡に

おいては、小学校の教科活動と結びつくものとして「課業』

をとらえてい."5.目別

それは、明らかにあそび活動や、固における日常性の生

活指導とは性格を異にす."5ものであり、 『課業Jと『あそ

び』との関係は、小学校でいえば教科と教科以外の関係に

類似してい忍.つまり「課業』一国一教科、 「あそびJ一

家庭一教科外といった関係が成り立つだろう '6) 

一般に「課業Jの概念は、保育者の指導性の強いことば

としてとらえられているが、本来『あそびJ活動において

は、直接保育者自.IJの働きかけや、指導はなされていない.

それだけ幼児自身の自主性にまかせられてい~ことにな

るが、この『あそびJ活動の中でねらいとするもの.

1人ひとりの発達に却した活動を自主的にさせるにはど

のような活動がよいのか.

それにはどんな内容、方法、準備をすればよいのか。雰

囲気、遊具、ことばかけ等を通じて年齢にふさわしい時期、

材料を選択し、 r課業Jとして組織、体系化していく、そ

の涜れを保育者自身が、 E買の中で十分理解していることで

ある.

一方、幼児の側から、幼児の発達課題からみて望ましい

経験をさせること、その経験がまとまった休系を整えてい

〈過程の中で思考され、望ましい活動に向けて努力するこ

とを「課業化Jとしている.



ゆえに、保育現場においては、 「あそびJを r課業Jと

の関連において、幼児の側から「あそびJそのものを見直

すことが問題となっているのである.

2)課業化の条件

①基礎的習慣づけ

②発達過程の開発

③文化的伝達

④個性の伸長

人間が成長してい〈過程の中で基礎となるものは基本的

生活の自立であ-'5.村田は就学前教育における保育効果を

巡って問題行動の多い子どもを貌の養育意識や行動との関

係から述べてい-'5が(t8'、それは貌が家庭で習慣づけなけ

ればならず集団の場での習慣づけは保育者によるモデリン

グでなければならない.

4つの条件は、保育者側t<:諜せられた条件であり、保有

者の資質、子ども鋭、子ど、もの心理、身体的発遣の特徴の

理解、保育者自身の文化とのかかわり方、豊かな心、子ど

もの実態をよ〈知忍必要性、 『あそび』に対するとりくみ

等、保育者の人間性が影響を与えやすい立場であるだけに

多くの問題を抱えていることにもな-'5.

保育現場では、若い保育者が多〈、幼児期に「あそびJ

を経験しないで成長した者もあり、幼児の実態を知ること、

理解す-'5ことにおいても価値観の相違や、とらえ方が多様

である.

②は、ハヴィガ}ストが「発達課題Jの内容を決めるに

あたり、子どもの身体の成熟に関す-'5生物的要因、子ども

の自我、興味、個人の価値観、精神的発達などの心理学的

要因、子どもの生活す-'5文化や社会から要請され-'5文化的

社会的要因から 9つの発達課題を述べている.日卸

幼児保育においては、一番重要な点である.幼児の年齢

と発達の程度をよく把鑓しておかなければ、幼児の活動の

ねらいとするものや、活動と発達の関係、内容の選択、方

法を思考することはできない.当然、カリキユラムの構成

にかかわってく-'5問題であり、その発達段階も、ーその背景

にある社会的要因や文化とのかかわりのなかで考慮されな

ければならない.

③は、運動あそびの具体的な内容ばかりでなく、行事の

あり方、伝承あそびの伝達方法も含め、感覚を養うための

配慮がなされなければならず、保育者自身が生活の中でど

のように文化とかかわっているのか、幼児と共感すること

が出来るか、共有体験をもてるかにもかかわってく-'5.四

季の移り変わりに伴って自然を楽しみながら歳時記的なあ

そびに触れさせることも、文化の伝達者として必要である.

保育現場では、多〈の行事がカリキユラム構成の中心であ

るため、行事に追われがちであり、経験主義的発想によっ

て行われてい-'5傾向にあり、行事の持つ意味、本来の意義

も十分に検討されるべきであろう (29).(ε1) 

④は、画一化された指導法ではなく、日清の保育場面で

その子の発達段階をふまえ、原因とな-'5ものを追求し、実

態を把握した上で各個人にふさわしい方法で個性を伸ばし

てあげることが大切である.

4つの条件を関連づけながら、幼児が自発的にかかわれ

-'5ような環境の締成をするとともに、保育者自身も幼児と

の信頼関係を十分築いて、幼児の心に触れ、その発達や興

味、関心の芽生えを発見し育てること.そして、幼児が主

主主に興味を持ち、並区虫色tこ向かう態度が身についている

というためには、幼児がいつも盆主主に関連する行動を起

こすことがなければならない.

幼児をそうした状態に導くためには、図 1のように発達

と文化を真中でドッキングさせ、その中で問題〈提起され

たもの〉を解決するためにはどのような活動で、どんな内

容で、方法で課業化すればよいのかをカリキユラムメーキ

ングすることである.

おわりに

幼児保育におけるカリキユヲムは、保育の社会的機能と

関連している.日引

幼児をとりま〈環境などの変化に対応した幼稚園教育に

ついて提言《りぺ同七日引がなされ実態調査もおこなわれ

ている(3. 

それだけ社会が変容しているといっても過言でな〈、核

家族化は、子どもの育児と教育が親だけによって行われ-'5

ということでもあり、親の成熟性と自立も求められている

のである。そして年々少子傾向になるにつれて、幼児に対

す-'5保識者の期待の加熱化と、幼稚留経営の困難さから本

来の幼稚園教育のあり方からみて適切とはいえない教育が

行われてい忍のも事実である.

カリキユヲムに関するアンケート調室結果でもt引、 保

育目標、保育形態、カリキユラム作成上の方法等も固によ

る格差が激しい.保育目標も具体性においてはかなりのば

らつきがみられ、 「自然や仲間とのふれあいの中で思いや

り、感謝する心、豊かな人間性(思いやりのある子〉を育

てるJことを目標とするとした闘は少な〈、 「健康で明る

い子、物事に耐えてがんば忍子、 J思いやりがあり協力でき

弓子Jを目標とした闘では、目標が保育者の望む幼児像と

重なってい-'5.

また、宗教的色彩を色濃く出す傾向もみられ、幼児保育

の内容、方法に関しても混乱がみられる.調査結果では、

どの年齢、時期においても同}の指導形態、方法が取られ、

発達に却した配慮が十分でない.現場における保育者の幼

児の発達の実態把握不足や幼児理解の商でも、保育者が若

年に偏っている事実、経験不足から〈否困難さが指摘され

ょう。

保育現場における『何を意図して、どのような教育が行

われるのがJということが理解され忍ためには、①現在の

幼稚園教育重要領の改善を図-'5必要性があると考えられる.

それは、幼児の主体的な生活を中心に展開され、そのため

の環境構成を手がけ、幼児一人ひとりの発達の特性、及び

個人差に応じ-'5ものである乙と、幼児保育はあそびを過し
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ての総合的指導により行われるものであること等、基本的

な共通理解は十分になされなければならない.

幼児をとりまく環境の変容とともに失われた幼児の文化

としてのあそび、つまりあそび心もとりもどさねばならず、

自然の涜れの中で、②あそびを通じて、生活体験として心

や体で感じ忍ものを体験させ忍ことが、将来レクリエーシ

ョン活動〈生の充実を生む〉につながるための心の栄養素

となるものではないだろうか.

③保育者側も「あそび』をどのようにとらえ忍か、幼児

をみる確かな目と王手を養うためには、自分自身の生活に老

いても豊かな文化に触れなければならない。それには、あ

そびや余暇に費やす「時間Jに対する価値の見方を変えて

い〈ことであ吾 r自分にとって、どれだけ充実した時が

もてたのかJということがこれからの余暇時間や、そこで

の行動の価値基準として重要になるのである (2") それ

を積極的に恕めていくことが、生活や文化を重量にすること

につながり、幼児と共感し、共有体験の場を持てることに

もなるのである.

④平衡性、体支持持続時間の低下の背景にある問題点を

洗い出し、発達C;:llPした運動あそびのカリキユヲムメ}キ

ングを幼児の視点からとらえ直すこと.

以上の問題を踏まえながら、現場における幼児の実態を

観察すること.また保育者と話しあいながら幼児にとって

望ましい活動を実践するためのカリキユヲム構成の研究に

つなげてい〈ことが今後の課題である.
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